
 

 

神戸マラソン２０２５開催に向けての取組状況について 

 

 神戸マラソンについては、２０２５大会より明石市域への延伸を含む大幅なコース変更行い、

来る１１月１６日(日)の開催を目指し、神戸マラソン実行委員会事務局が中心となり準備を進

めているところです。 

本市における取組状況について報告します。 

 

１ ２０２５大会のコース  別紙１、２ 

 

２ 明石市域のコースに設置予定の設備等 

・ エイドステーション（給水・給食ポイント） 

・ ランナー応援ブース（ＤＪブース） 

 ※神戸マラソン初 

・ 救護所 

・ 救護拠点 

・ 病院搬送車両 

・ リレーラン中継地点 

・ ランナー用トイレ（既設、仮設含む） 

・ 現地警察本部 

・ 明石市運営本部 

 

３ 併催イベント【神戸マラソン２０２５ 神戸・明石キッズラン】  別紙３ 

明石市域への延伸に伴い、新たな併催イベントとして、次の世代へランニング文化を醸成

させるため、新コースとなる「大蔵海岸」において、【神戸・明石キッズラン】を開催予定。神戸

市・明石市から子どもたちを募集し、ランニングの楽しさを伝えるほか、新コースとなる明石の

魅力を感じていただきます。 

イベント参加者には、「特設応援エリア」で神戸マラソン２０２５を応援していただけます。 

本イベントは、“ユニバーサル・ラン”を目指しており、神戸マラソンでは参加できない車いす

での参加も可能です。 

開催日時 2025年 11月 16日（日） ※神戸マラソン当日 

会 場 大蔵海岸公園 特設コース 

対 象 
明石市、神戸市在住の未就学の子ども（４～６歳）と保護者 

１３５組（２７０名） 

内 容 等 
およそ１㎞のコースをペアでランニング 

参加者には、神戸マラソンと同様にゼッケン、完走証が授与されます 
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４ 本市における取組 

今年度については、神戸マラソン実行委員会事務局をはじめ、明石警察署や関係機関と

連携を密に取りながら、次の通り「神戸マラソン 2025」大会およびそれに伴うイベントなどが

安全に支障なく開催できるよう、取り組みを進めております。 

【当日以外の取組】 

①  「親子ランニング教室」 

ふるさと大使・小鴨由水さんを講師に招き、小学生とその保護者を対象とした関連イ

ベントを企画し、明石市内における機運醸成を図ります。 

  日時：令和７年１０月１１日（土） 

  会場：県立明石公園 

②  「兵庫県警定例会議」 

毎週開催される兵庫県警との定例会議に本市職員も出席し、安全対策等について協

議調整を行っています。 

 

【当日の取組】 

①  「エイドステーション・給食提供」 

明石市内の高校生ボランティアによるエイドステーションを設置予定です。さらに、明

石市の特産品を給食としてランナーに提供予定です。 

②  「職員派遣」 

消防職員をはじめ、本市職員も安全対策、交通規制対策等に従事します。 

③  「医師の派遣」 

明石市域に設置される救護所については、明石市医師会の協力のもと市内の医師を派

遣予定です。 

④  「協力病院」 

明石市立市民病院が協力病院として、大会関係車両（病院搬送車）が搬送する救護者

の受け入れを行います。 


